
民

生

文

教

委

員

会

地

域

に
根

差

し

た

学

校

づ

く

り

を

本
委

員
会

で
は
、
秋

田
県
大

仙
市

を
視

察

し
ま
し
た
。

大
仙

市
は
、
秋

田
県

の
中
央

部

に
位

置

し
、
平

成

１７
年

に

１
市

６
町

１
村

が
合

併

し
た

人

口
約

９
万
人

の
市

で
、
教

育
施
策

に
力

を

入
れ
、
全

国
学

力

調
査

で
も
ト

ッ

プ

ク

ラ
ス
の
成
績
を
お
さ
め

て
い
ま
す
。

今

回
視
察

し
た
協

和

小
学
校

は
、
平
成

２。
年

４

月

に
６

つ
の
小
学

校

を
統

合

し
、

新
設
さ
れ
ま
し
た
。

統
合

の
課
題

と
し

て
は
、
学
校

施

設
が

な

く

な

っ
た

地

域

で
、
「
子

ど

も

た

ち

の

姿

が

見

ら

れ

な

く

な

っ
て
、
寂

し

い
」
と

い
う
声

が
多

く
聞
か

れ
た

の

で
、
地
域

の

方

々
が
、
積
極

的

に
学
校

運
営

に
か

か
わ

れ

る
よ
う
配
慮

さ
れ

て
い
ま
す
。

施

設

の
特
徴

と

し

て
は
、
全
教

室
が

オ

ー
プ

ン
と
な

り
、
子
ど

も
た
ち

の
声
が

ど

こ

に

い

て
も

聞

こ
え

る

工
夫

が

な

さ

れ

て
い
ま
す
。

開政的な教室となっている

総

務

財

政

委

員

会

自
治
基

本
条

例
制
定

の

取
り
組

み
に

つ
い
て

長

野
県
飯

田
市

は
、
議

会
が
主
導
と
な
り
、
市
民
・

行
政

議
会

が

一
体

と

な

っ
て
条
例
制
定
に
取
り
組

ん
だ
自
治
体

で
す
。

地
方
分
権

の
推
進
に
よ

り

自

治

体

の
自

立

が
求

め

ら
れ

る
中

、
平

成

１４
年

に
超
党

派

に
よ

る

「
議
会

在

り
方

研
究
会

」
の
設

置

を
発
端

に
、
全

国
初

の
議

会

が

設
置

し

た

「
わ

が

ま

ち

の
憲
法
を
考
え
る
市
民
会
議
」

で

の
議

論

な

ど

、
３
年

半

の

歳

月

を

か

け

て

議

論

が

重

ね

ら

れ

、
平

成

１９
年

４

月

か

ら

条

例

が

施

行

さ

れ

て

い

ま
す
。

ま

た

、
地

区

説

明

会

で
、

議

員

自

ら

が

条

文

内

容

を

説

明

す

る

な

ど

、
市

民

の
中

に
議

会

自

ら

入

る

こ
と

で
、

議

員

が

変

わ

り

市

議

会

が

活

性

化

し

て

き

た

と

話

が

あ

り
ま

し

た
。

研1,を受ける委員

産

業

建

設

委

員

会

自

山

市

観

光

交

流

施

策

に

つ
い
て

石

川
県
自

山
市

は
、
平

成

１７
年

に
１
市

２
町

５
村

で
合
併
し
た
市
で
す
。

同
市

は
、
自

山

や

日
本

海
を
は
じ
め
と
す

る
観
光

資
源
に
は
恵
ま
れ

て
い
ま

す

が
、
そ

の
他

の
観

光
資

源
は
規
模
が
小
さ
い
の
で
、

市
外
か
ら

の
観
光
客
や
宿

泊
者
が
少
な
く
通
過
型
が

多

い
状
況
で
す
。

そ

こ

で
、
観

光

に
力

を

入

れ

る

べ

く

「
観

光

推

進

部

」

を

設

置

し

、
「
自

山

ま

る
ご

と

観

光

交

流

プ

ラ

ン
」
の
作

成

を

行

い
、
市

外

か

ら

の

入

り

込

み

客

数

の

増

加

を

図

る
施

策

を
行

っ
て
い
ま
す
。

こ

の
視

察

を

通

し

、
嘉

麻

市

に

散

在

す

る

多

く

の

観

光

資

源

を

活

か

し

、
地

域

活

性

化

を

図

る

施

策

に

取

り

組

む

必

要

が

あ

る

と

強

く

感

じ

ま

し
た
。
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